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54年 

A1 97 号 

町 の 人 口 

人 口 9,442 人 （減32) 

男 4,519 人 （減18) 

女 4,923 人 （減14) 

世帯数 2,987世帯（増7) 

出生 5人 転入 57人 

死亡 10人 転出 84人 

(54年4月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

【
写
真
右
は
選
手
宣
誓
を
す
る
第
 12 

支
所
立
花
啓
治
さ
ん
】
 

【
写
真
左
は
老
人
玉
入
れ
】
 

【
写
真
下
は
ヒ
ー
ロ
ー
 60 

m
競
争
】
 

（赤池町総合グラウンド競技場より・ 5月13日） 

ふるさとの祭典‘‘明るい家庭とまちづくり，, 

 第18回町民体育祭 

5月13日（日）、母の日にふるさとの祭典、第18回町民体育祭（体協・町教委主催）が新設 

の総合グラウンド競技場で盛大に行われました。今年は朝よりあいにく小下耐刻兼の中の祭 

典でしたが、昨年同様、町内各地区より約3, 000人が競技場をうずめ、各種競技に応援も 

盛んで、家族そろっての体育祭とあって親子の歓声か最後まで競技場いっぱいに響きわた 

りました。来年も今年の楽しかった想い出を胸に、さらにより楽しいスポーツの祭典にし 

たいものです。町民の皆さん、大変お疲れさまでした。 

、 



(3） 第197り 昭和54年6月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

第197号 昭和54年6月1H け し、 カ、 あ
 

報
 

広
 

③ つねに「こころ」 

が豊かである。 

④ 自分の仕事を意 

欲をもって続けら 

れる。 

⑤ 異常のないこと 

が医学的にうらづ 

けられる。 

① 毎日を明る＜楽 

し＜暮すことがで 

きる。 5 月 臨時町議会 

議
長
に
早
麻
豊
氏
（
 64
 

歳） 

副
議
長
は
立
花
杉
夫
氏
（
 63
 

歳
）
に
決
ま
る
 

四
月
の
統
一
地
方
選
挙
 

後
、
初
め
て
の
臨
時
町
議
 

会
が
五
月
十
五
日
（
火
）
開
 

か
れ
、
そ
の
中
で
「
赤
池
 

町
議
会
議
長
選
挙
」
な
ど
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▼
議
長
、
副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た
 

議
 
長
 
早
麻
 
豊
氏
（
大
字
赤
池
）
 

副
議
長
 
立
花
杉
夫
氏
（
大
字
市
場
）
 

▼
常
任
委
員
会
の
貫
が
決
ま
り
ま
し
 

た
 

（
⑥
委
員
長
 
〇
副
委
貝
長
）
 

〈
総
務
委
員
会
〉
廿
六
人
 

⑥
池
田
 
勝
氏
、
〇
小
松
 
保
氏
、
 

池
田
利
文
氏
、
立
花
杉
夫
氏
、
小
松
 

篤
生
氏
、
日
高
 
進
氏
 

〈
厚
生
委
員
会
》
廿
六
人
 

⑥
山
下
次
男
氏
、
〇
武
末
義
信
氏
、
 

（
敬
称
略
、
ア
イ
ウ
ェ
ォ
順
）
 

年
齢
、
住
所
、
職
業
、
党
派
、
 

〇
の
中
の
数
子
は
当
選
回
数
 

1 

●

武

末

 
義
信
 
44 

、
、
 
大
字
上
野
五
七
五
番
地
 

農
 

業
 

無

所

属

②

 

清
原
義
則
氏
、
平
元
光
年
氏
、
早
麻
 

豊
氏
、
木
村
信
行
氏
 

〈
産
業
建
設
委
員
会
〉
廿
六
人
 

⑥
浦
田
 
勇
氏
、
〇
水
永
康
雄
氏
、
 

小
松
政
清
氏
、
井
上
牛
之
助
氏
、
小
 

松
千
太
郎
氏
、
池
田
 
頼
氏
 

▼
田
川
市
、
赤
池
町
天
郷
青
年
の
家
組
 

合
議
会
の
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
 

池
田
 

勝
氏
、
立
花
杉
夫
氏
、
 

武
末
義
信
氏
 

▼
福
岡
県
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
の
 

議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
 

早
麻
 
豊
氏
 

▼
田
川
市
外
七
ケ
町
村
伝
染
病
院
組
合
 

議
会
の
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
 

浦
田
 

勇
氏
 

▼
下
田
川
衛
生
組
合
議
会
の
議
員
が
決
 

ま
り
ま
し
た
 

早
麻
 

豊
 
64 

大
字
赤
池
二
四
八
番
地
の
三
 

配
送
請
負
業
 

無

所

属

⑤

 

日
高
 

進
 
43 

大
字
市
場
一
三
〇
五
番
地
 

農
 

業
 

無

所

属

①

 

立
花
杉
夫
氏
 

▼
田
川
地
区
斎
場
組
合
議
会
の
議
員
が
 

決
ま
り
ま
し
た
 

小
松
千
太
郎
氏
 

※
一
般
議
案
n
五
件
 

▼
専
決
処
分
の
承
認
 

赤
池
町
一
般
会
計
補
正
予
算
並
び
に
 

町
税
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
。
 

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
 

54 

年
度
緊
就
事
業
「
市
場
公
営
住
宅
 

敷
地
造
成
工
事
」
、
 
54 

主
毒
図
特
開
事
 

業
「
赤
池
総
合
グ
ラ
ン
ド
拡
張
工
事
 

第
一
工
区
・
第
一
一
工
区
」
、
 
54 

年
度
 

開
就
事
業
「
瀬
ケ
谷
住
宅
団
地
造
成
 

工
事
第
ー
工
区
・
第
ニ
工
区
」
 

い
ず
れ
も
エ
事
請
負
金
額
が
三
千
万
 

円
を
超
え
る
た
め
議
会
の
承
認
を
得
 

平
元
 

光
年
 
52 

大
字
上
野
呈
ハ
ー
春
地
の
六
 

‘
紗
磐
 

一
 

水
水
 
康
雄
 
41 

大
字
市
場
八
八
二
番
地
の
一
 

農
 

業
 

無

所

属

②

 

ま
し
た
。
 

▼
土
地
改
良
事
業
（
平
の
池
地
区
）
の
 

承
認
 

現
在
、
平
の
池
は
老
朽
化
に
よ
り
堤
 

体
か
ら
の
漏
水
が
著
し
い
の
で
、
改
 

良
事
業
を
施
行
し
、
下
流
民
家
の
危
 

険
防
止
と
用
水
確
保
を
行
い
、
地
域
 

農
家
経
済
の
安
定
を
は
か
ろ
う
と
す
 

る
も
の
で
、
議
会
の
承
認
を
得
ま
し
 

た。 

▼
赤
池
町
監
査
委
員
の
選
任
 

五
十
四
年
四
月
二
十
九
日
を
以
っ
て
 

議
会
議
員
の
任
期
が
満
了
と
な
っ
た
 

た
め
、
新
し
く
選
任
す
る
も
の
で
議
 

会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。
 

議
会
議
員
 
清
原
義
則
氏
 

▼
赤
池
町
消
防
否
員
会
委
員
の
選
任
 

五
十
四
年
四
月
二
十
九
日
を
以
っ
て
 

議
会
議
員
の
任
期
が
満
了
と
な
っ
た
 

た
め
、
新
し
く
選
任
す
る
も
の
で
議
 

会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。
 

議
会
議
員
 
小
松
 
保
氏
 

議
会
議
員
 
木
村
信
行
氏
 

議
会
議
員
 
水
永
康
雄
氏
 

井
上
牛
之
助
 
76 

大
字
赤
池
二
四
九
番
地
の
 

会
社
役
員
 

無

所

属

⑧

 

浦
田
 

勇
 
57 

大
字
上
野
一
二
二
番
地
 

自

営

業

 

無

所

属

③

 

) 

り誌α 

国
民
健
康
保
険
②
9
r
一 

健
康
は
自
分
で
 

つ
く
る
も
の
 

健
康
は
、
あ
く
ま
で
わ
た
し
た
ち
自
 

身
が
つ
く
る
も
の
で
す
。
同
じ
場
所
で
 

同
じ
仕
事
を
し
て
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
 

独
自
の
 
「
か
ら
だ
」
と
「
こ
こ
ろ
」
を
 

魯
 

② つねに「からだ」 

の調子がよい。 

持
っ
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
、
 

わ
た
し
た
ち
の
健
康
度
を
容
易
に
チ
ェ
 

ッ
ク
す
る
メ
ヤ
ス
と
し
て
、
五
つ
の
項
 

目
を
拾
っ
て
み
ま
し
た
。
 

★
保
険
証
は
 

正
し
く
 

使
い
ま
し
ょ
う
 

●
記
入
事
項
の
確
 

認
を
し
よ
う
。
 

●
勝
手
に
訂
正
し
 

な
い
よ
う
に
。
 

●
顔
バ
ス
は
や
め
 

よ、つ。 

●
か
な
ら
ず
手
元
 

に
お
こ
《つ。 

●
他
地
区
に
転
出
 

す
る
と
き
は
届
 

出
を
。
 

国

保

 の
 
手

続

 

●
こ
ん
な
と
き
は
、
 
14 

日
以
内
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。
 

被保険者証 変更 や め る と き は い る と き 
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
 

旅
行
な
ど
で
別
個
の
保
険
証
が
ほ
 

し
い
と
き
（
長
期
間
）
 

就
学
の
た
め
区
外
に
下
宿
す
る
学
 

生
で
親
も
と
に
帰
っ
て
来
た
と
き
 

保
険
証
を
な
く
し
た
り
、
よ
ご
し
 

て
使
え
な
く
な
っ
た
と
き
 

住
所
、
世
帯
主
、
氏
名
、
続
柄
な
 

ど
が
変
わ
っ
た
と
き
 

死
亡
し
た
と
き
 

生
活
保
護
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
 

た
と
き
 

職
場
の
健
保
に
入
っ
た
と
き
 

健
保
の
扶
養
家
族
に
な
っ
た
と
き
 

他
地
区
へ
転
出
し
た
と
き
 

子
供
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き
 

生
活
保
護
を
う
け
な
く
な
っ
た
と
 

曳ぐ 健
保
の
扶
養
家
族
か
ら
は
ず
さ
れ
 

た
と
き
 

退
職
な
ど
で
職
場
の
健
保
を
ぬ
け
 

た
と
き
 

職
場
の
健
保
の
な
い
人
が
転
入
し
 

て
来
た
場
合
 

ガ

 r
 

被
保
険
者
 

関
係
届
 

被
保
険
者
 

関
係
届
 

"
 
"
 

被
保
険
者
 

異
動
届
 

住
民
異
動
 

届
 

r
 

"
 
"
 

被
保
険
者
 

異
動
届
 

住
民
異
動
 

届
 

届
の
種
類
 

印
か
ん
、
被
保
険
者
証
 

印
か
ん
、
被
保
険
者
証
 

印
か
ん
、
使
え
な
く
な
っ
た
被
保
 

険
者
証
 

印
か
ん
、
被
保
険
者
証
 

印
か
ん
、
被
保
険
者
証
 

印
か
ん
、
被
保
険
者
証
 

印
か
ん
、
国
保
と
健
保
の
被
保
険
 

者
証
（
又
は
資
格
証
明
書
）
 

印
か
ん
、
被
保
険
者
証
 

印
か
ん
、
被
保
険
者
証
、
 

母
子
健
康
手
帳
 

印
か
ん
、
保
護
廃
止
決
定
通
 

知
書
 

印
か
ん
、
被
扶
養
者
に
な
れ
 

な
い
理
由
の
証
明
書
 

印
か
ん
、
健
保
の
離
脱
証
明
 

書
 

印
か
ん
、
所
得
証
明
書
（
源
 

泉
徴
収
票
ま
た
は
住
民
税
の
 

決
定
通
知
書
等
）
 

準
 
備
 
す
 
る
 
も
 

の
 追加加入のときは被保険者証 

議

小

松

 
政

清

 
54 

」
熟
麟
響
ぎ
 
大
字
上
野
三
七
一
七
番
地
 

桑藁蟻驚警4

尋
三
農
 

業
 

玉

無

所

属

⑤

 

小
松
 
篤
生
 
50 

曹
一
警
畦
 
Q) 

無

所

属

①

 

●
小
松
 

保
 
44 

難
」
響
w
】
，
大
字
上
野
三
七
一
二
番
地
 

維
」
竃
警
‘
農
 

業
 

，

公

明

党

②

 

●
 
小
松
千
太
郎
 
76 

静
無
（
讐
郵
敏
‘
 
大
字
上
野
」
天
七
＋
蕃
地
の
」
一
 

麟
麟
麟
藤
会
社
代
表
取
締
役
 

‘
 
無

所

属

③

 

清
原
 
義
則
 
68 

無
麟
鵬
縛
詳
 

大
字
赤
池
二
二
九
番
地
 

感
難
警
簾
」
 

会
社
役
員
 

無

所

属

⑤

 

木
村
 
信
行
 
34 

、
畿
舞
響
「
ぎ
占
 

） 

大
字
赤
池
五
四
四
番
地
の
一
〇
 

、線」繊編曹鼻一一一）曹・」「事・ 

舞
舞
鷲
『
‘
 
会
社
役
員
 

‘

無

所

属

①

 

54
 

年
度
育
英
資
金
 

受
給
希
望
者
の
公
募
 

昭
和
五
十
四
生
毒
区
の
赤
池
町
育
英
資
 

金
を
貸
与
致
し
ま
す
の
で
、
本
」
皿
山
区
か
 

ら
新
し
く
ご
希
望
の
方
は
次
に
よ
り
お
 

申
し
下
さ
い
。
 

▽
受
給
資
格
 

o
町
内
に
一
年
以
上
在
住
す
る
も
の
 

〇
身
体
強
健
で
学
業
優
秀
な
も
の
 

o
品
行
方
正
で
志
操
堅
実
で
在
学
校
長
 

の
推
せ
ん
す
る
も
の
 

▽
貸
与
額
と
人
員
 

〇
高
等
学
校
又
は
こ
れ
と
同
程
度
の
学
 

校
（
定
時
制
を
除
く
）
」
落
 

※
月
額
 

一
人
五
千
円
 

※
入
学
支
度
金
 

一
人
一
万
五
千
円
 

〇
大
学
（
短
大
を
含
む
）
二
名
 

※
月
額
 

一
人
一
万
円
 

※
入
学
支
度
金
 

一
人
三
万
円
 

▽
貸
与
期
間
 

貸
与
を
開
始
し
た
時
か
ら
奨
学
生
が
 

在
晋
享
り
ノ
る
学
校
の
正
期
の
修
学
期
間
 

▽
貸
与
金
の
返
還
 

卒
業
の
一
年
後
か
ら
次
表
の
と
お
り
 

貸
与
を
受
け
た
金
額
の
総
額
 

返
還
期
間
 

一
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
未
満
 

五
年
以
内
 

一
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
以
上
 

十
年
以
内
 

▽
申
込
み
期
日
、
場
所
 

〇
6
月
1

日
圏
1
6
月
 25 

日
の
ま
で
 

o
赤
池
町
教
育
委
員
会
（
町
民
会
館
）
 

に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

‘
固
赤
池
四
一
〇
〇
番
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「木立」 
町軟式野球連盟リーグ戦勝敗表 

大
浦
一
の
ニ
チ
ー
ム
が
優
勝
ク
 

赤
池
連
協
（
編
輔
）
合
同
 

‘ー
 

ー
第
2

回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
ー
 

【優勝の大浦1の2チームのメンバー】 

五
月
六
日
（
日
）
、
大
浦
隣
保
館
下
広
 

場
に
お
い
て
蓮
一
大
浦
支
部
、
天
郷
支
 

部
合
同
の
第
二
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
午
前
九
時
 

選
手
集
合
、
試
合
開
始
に
先
だ
ち
全
員
 

で
解
放
歌
を
合
唱
し
た
の
ち
開
会
行
事
 

に
う
つ
り
、
第
一
回
優
勝
の
大
浦
二
の
 

ー
チ
ー
ム
と
準
優
勝
の
天
郷
チ
ー
ム
よ
 

り
大
会
名
誉
会
長
（
撞
一
小
松
徹
会
長
 

）
に
優
勝
旗
及
び
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
返
還
。
 

こ
の
あ
と
小
松
徹
会
長
、
小
松
勝
天
 

郷
支
部
長
よ
り
狭
山
再
審
請
求
の
勝
利
、
 

部
落
の
完
全
解
放
に
向
っ
て
組
織
の
団
 

\
 

I
 

2
 

h
く
】
 4

 
【hJ 6

 
7
 

8
 

9
 
10 11 12 13 14 15 16 

1 \ 0 x 0 0 
2 \ x A 0 0 
3 x \ x x x 
4 0 \ x x 0 
5 0 × x 0 x 
6 A

 
0 N
 

0 x 7 x x N A x 
8 0
 

0 x 
A
 
N 

9 x x N x A 
10 0 0 N x 0 
11 0

 
0
 

0
 N 

0 
12 0 0 N x x 
13 A x N x x 
14 x x 0 N A 
15 x 0 0 N x 
16 0

 
0
 

A
 0 
N 

(5月20日現在） △は引分け 

グ戦開幕す 
昭和54年度町II 

軟式野球連盟 ノ 

結
と
斗
争
の
強
化
な
ど
に
つ
い
て
の
挨
 

拶
が
あ
り
、
六
チ
ー
ム
に
わ
か
れ
て
試
 

合
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
 

第
一
試
合
、
前
回
優
勝
の
大
浦
二
の
 

ー
チ
ー
ム
に
大
浦
一
の
ー
が
挑
戦
、
大
 

浦
一
の
ー
は
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
そ
う
 

と
選
手
全
員
意
気
大
い
に
あ
が
り
、
特
 

に
ー
の
ー
は
小
松
節
夫
大
浦
支
部
長
が
 

自
ら
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
代
っ
て
出
る
ほ
ど
 

支
部
長
の
心
意
気
が
全
ナ
イ
ン
に
浸
透
 

し
て
か
、
 

一
の
ー
の
打
棒
が
大
い
に
ふ
 

る
い
 
33 

対
3

の
大
差
で
楽
勝
し
ま
し
た
。
 

各
試
合
と
も
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
 

れ
、
ま
た
、
珍
プ
レ
ー
の
連
続
で
和
気
 

あ
い
あ
い
の
う
ち
に
午
後
四
時
、
試
合
 

を
終
了
し
ま
し
た
。
試
合
終
了
後
、
全
 

員
大
浦
隣
保
館
研
修
室
に
集
合
し
、
今
 

後
の
解
放
運
動
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
 

て
学
習
し
、
部
落
の
完
全
解
放
に
む
け
 

て
の
組
織
の
団
結
と
強
化
を
合
言
葉
に
 

赤池町軟式野球連盟では、4月15 日（日）か 

ら16チームにより町民グラウンドと中学校グ 

ラウンドにおいて熱戦を展開しておりますが、 

5月20日現在の成績は次のとおりになってい 

ます。 

なお、リーグ戦の終了日程は10月末日の予 

定であります。選手は登録制になっていますの 

で、登録されない者はリーグ戦に出場できません。 

選手の資格は、赤池町に在住する者、又は町 

外の者でも赤池で働いている者となっておりま 

す。 

《チーム名〉 

①赤池ガッツ 

③大浦ヤンガーズ 

⑤役場0B 

⑦ナインズ 

⑨ャングメン 

⑩ブラックローズ 

⑩ファイヤーズ 

⑩商工会青年部 

優
秀
作
品
に
三
宅
嘉
一
さ
ん
 

鯛
「
写
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
 

四
月
二
十
日
（
金
）
午
後
七
時
か
ら
町
 

民
会
館
に
お
い
て
、
会
員
十
名
が
出
席
 

し
百
四
十
三
点
の
作
品
を
合
評
し
た
。
 

〈
今
月
の
優
秀
作
家
〉
 

一
席
「
三
宅
嘉
一
」
 

二
席
「
戸
塚
栄
 

太
郎
」
 

三
席
「
太
田
勝
正
」
 

「岡 

部
日
出
朗
」
 

四
席
「
三
角
勝
一
」
 

五
席
「
桑
野
博
明
」
 

六
席
「
永
尾
冨
 

男」 

ん
 

さ
 

一
 嘉

 
宅
 

三
 

（評） 
今
月
は
三
宅
さ
ん
の
 
「
木
立
」
と
い
 

う
作
品
で
す
が
、
画
面
構
成
が
す
っ
き
 

り
し
て
、
大
変
良
い
で
す
ね
。
又
バ
ッ
 

ク
の
雲
の
状
態
も
、
よ
く
季
節
感
を
表
 

ら
わ
し
て
、
こ
の
写
真
を
も
り
上
げ
て
 

い
ま
す
。
た
だ
こ
の
場
合
、
女
性
が
居
 

な
く
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
 

ょ
う
か
。
 

（
早
谷
）
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国

民

年

金

 
大
会
の
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。
 

戦
績
は
次
の
と
お
り
 

※
大
浦
一
の
一
⑩
対
③
大
浦
二
の
一
 

※
大
浦
一
の
一
一
⑥
対
⑤
大
浦
二
の
一
一
 

※
天
 

郷
 

⑩
対
⑩
解
放
子
ど
も
会
 

※
大
浦
二
の
二
④
対
③
大
浦
二
の
一
 

※
大
浦
一
の
一
③
対
⑥
天
 
郷
 

※
大
浦
一
の
一
一
⑧
対
④
解
放
子
ど
も
会
 

《
優
勝
戦
〉
 

優
勝
 

準
優
勝
 

※
大
浦
一
の
一
一
⑥
対
①
大
浦
一
の
一
 

一
鯵
親
躯
」
親
子
ソ
フ
ト
 

子
ど
も
の
日
の
五
月
五
日
、
午
前
八
 

時
か
ら
赤
池
町
子
供
育
成
連
絡
協
議
会
 

主
催
に
よ
る
「
第
ニ
回
地
区
子
供
会
対
 

抗
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
 
が
町
民
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
（
陸
上
競
技
場
）
で
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

初
夏
の
訪
れ
を
思
わ
せ
る
キ
ラ
キ
ラ
 

の
日
差
し
の
下
で
、
参
加
十
九
チ
ー
ム
 

が
四
パ
ー
ト
に
分
か
れ
大
熱
戦
を
く
り
 

国
民
年
金
未
加
入
者
は
 

今
す
ぐ
加
入
届
を
 

わ
が
国
に
は
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
 

金
保
険
な
ど
八
種
類
の
公
的
な
年
金
制
 

度
が
あ
り
、
二
十
歳
以
上
の
日
本
国
民
 

●
 
．
 

は
い
ず
れ
か
の
制
度
に
加
入
し
、
と
し
 

を
と
れ
ば
誰
で
も
が
年
金
を
う
け
ら
れ
 

る
、
い
わ
ゆ
る
「
国
民
皆
年
金
」
 
へ
の
 

レ
ー
ル
が
し
か
れ
て
い
ま
す
。
 

中
で
も
、
農
業
、
漁
業
、
商
業
に
従
 

事
し
て
い
る
人
な
ど
を
加
入
対
象
と
し
 

て
い
る
国
民
年
金
は
最
大
規
模
の
年
金
 

制
度
で
、
発
足
以
来
十
八
年
キ
干
ノ
ぎ
ま
 

し
た
。
当
時
「
十
数
年
も
先
の
こ
と
は
 

ど
う
な
る
か
？
・
」
と
蚕
女
げ
に
加
入
さ
 

れ
た
人
も
、
す
で
に
年
金
を
っ
け
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
 

（
県
下
の
加
入
者
九
十
九
 

万
人
、
受
給
者
三
十
三
万
人
 

福
祉
 

年
金
を
含
む
）
。
 

さ
て
、
あ
な
た
自
身
の
年
金
は
ど
う
 

な
っ
て
い
ま
す
か
。
加
入
も
れ
や
保
険
 

料
の
納
め
忘
れ
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
「
 

年
金
が
う
け
ら
れ
な
い
」
と
寂
し
い
思
 

②赤池ファミリー 

④上野メッツ 

⑥ォリバーズ 

⑧F・ダックス 

⑩スターダスト 

⑩役場野球部 

⑩草場クラブ 

⑩スラッガーズ 

、ノ 9
 

い
を
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
 

今
が
チ
ャ
ン
ス
 

加
入
も
保
険
料
も
さ
か
の
ぽ
る
 

本
来
、
国
民
年
金
の
保
険
料
は
二
年
 

以
上
さ
か
の
ぽ
っ
て
払
込
む
こ
と
は
で
 

き
ま
せ
ん
。
 

（
保
険
料
は
二
年
で
時
効
 

に
か
か
る
）
し
か
し
、
昨
年
の
法
律
改
 

正
で
「
昭
和
五
十
五
年
六
月
三
十
日
ま
 

で
に
限
り
」
と
い
う
条
件
つ
き
で
、
時
 

効
に
か
か
り
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
過
 

去
の
期
間
に
つ
い
て
、
特
別
保
険
料
（
 

月
額
四
千
円
）
が
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
 

ボ
 ー
ル
大
会
 

ひ
ろ
げ
ま
し
た
。
 

各
試
合
と
も
、
手
に
汗
握
る
好
ゲ
ー
 

ム
を
展
開
し
ま
し
た
が
、
攻
守
に
ま
と
 

ま
っ
た
十
二
支
所
子
供
会
が
初
優
勝
し
 

ま
し
た
。
 

戦
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

※
優
勝
 
第
 12 

支
所
子
供
会
 

※
準
優
勝
 
小
藤
団
地
子
供
会
 

※
三
位
 
カ
ナ
リ
ヤ
子
供
会
（
 24 

支
所
）
 

【
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
競
技
場
で
】
 

な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
加
入
し
て
い
 

な
か
っ
た
人
は
、
す
ぐ
加
入
届
を
出
し
、
 

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
払
込
む
こ
と
 

に
よ
り
、
最
初
か
ら
加
入
し
て
い
た
人
 

と
同
じ
「
年
金
を
受
け
る
権
利
」
を
と
 

り
も
ど
せ
ま
す
。
 

国
民
年
金
に
当
然
加
入
す
べ
き
人
で
 

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
こ
の
機
 

会
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
一
日
も
早
く
加
 

入
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
手
続
き
は
 

印
鑑
持
参
の
う
え
、
役
場
年
金
係
へ
 

三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
」
三
三
II
三
一
一
三
一
一
一
三
『
三
一
三
一
一一
一
三
三
三
一
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三I
三
一
一
一
三
「
三
一
一
一
三
 

田
川
風
治
八
幡
奉
納
 

少
年
剣
道
野
試
合
開
か
る
ノ
 

川
渡
り
神
幸
祭
で
大
賑
い
の
二
十
日
 

（
日
）
午
前
十
時
か
ら
風
治
八
幡
神
社
境
 

内
に
於
て
、
田
川
市
主
催
で
郡
内
各
道
 

場
の
小
学
生
（
三
年
ー
六
年
生
）
を
対
 

象
に
、
学
年
別
個
人
野
試
合
が
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

日
頃
よ
り
練
習
に
励
ん
で
い
る
豆
剣
 

士
も
初
め
て
の
野
試
合
で
、
多
少
竹
刀
 

さ
ば
き
の
勝
手
も
悪
か
っ
た
よ
う
で
し
 

た
。
参
加
し
た
百
八
十
余
名
の
全
剣
士
 

は
終
始
元
気
に
一
人
の
落
後
者
も
な
く
 

盛
況
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。
 

赤
池
剣
士
の
入
賞
者
を
紹
介
い
た
し
 

ま
す
。
 

【
準
勝
】
 

〇
高
林
 
喜
也
（
」
年
生
）
 

〇
平
野
 
真
弓
（
六
年
生
）
 

【
一
一
一
位
】
 

〇
稲
垣
 
登一 

（
三
年
生
）
 

〇
田
中
 
祐
一
（
「
年
生
）
 

〇
長
谷
川
敬
二
（
五
年
生
）
 

【
田
川
市
風
治
八
幡
神
社
境
内
で
】
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まち 

の
 

一
 芸

 
文
 

上
野
峡
俳
句
大
会
 

」
 

蔵
本
は
る
の
女
 

稲
畑
汀
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
の
上
 

野
峡
俳
句
大
会
も
今
年
で
回
を
重
ね
る
 

こ
と
六
回
、
年
毎
に
盛
大
に
な
っ
て
ゆ
 

く
。
天
候
の
こ
と
が
気
に
か
か
る
。
先
 

づ
先
づ
天
候
は
上
々
、
五
月
晴
れ
の
薄
 

暑
で
あ
る
。
受
付
に
座
っ
て
い
る
と
五
 

月
の
日
射
し
が
新
緑
に
映
え
て
瞳
し
い
。
 

山
よ
り
渡
り
来
る
風
も
程
よ
い
新
樹
冷
 

を
も
た
ら
せ
て
心
地
よ
い
も
の
。
 

五
月
と
は
、
か
く
も
人
も
自
然
も
、
 

き
ら
め
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
煙
め
く
 

月
と
書
い
て
力
さ
つ
き
）
と
読
み
た
い
 

位
で
あ
る
。
 

汀
子
先
生
が
お
見
え
に
な
ら
れ
る
と
 

い
う
事
の
魅
カ
が
、
よ
り
一
層
同
人
の
 

方
々
の
お
顔
を
多
く
さ
せ
て
い
る
よ
う
 

に
思
え
る
。
又
、
一
般
の
参
加
同
様
、
 

汀
子
先
生
の
お
人
柄
の
よ
さ
で
あ
ろ
う
。
 

炭
坑
町
と
い
う
特
殊
な
地
域
「
田
川
」
 

炭
坑
に
よ
り
栄
え
、
又
、
閉
山
と
い
う
 

事
態
に
余
儀
な
く
衰
微
を
辿
る
ほ
か
な
 

か
っ
た
炭
坑
町
で
あ
る
。
多
く
の
人
々
 

が
故
郷
を
捨
て
、
県
外
就
職
を
せ
ざ
る
 

を
得
な
か
っ
た
。
残
っ
た
人
々
の
心
も
 

荒
び
勝
ち
の
と
こ
ろ
を
、
こ
の
俳
句
を
 

通
し
て
少
し
で
も
潤
い
の
あ
る
生
活
、
 

人
と
人
と
の
あ
た
た
か
い
本
当
の
触
れ
 

合
い
の
心
を
と
、
こ
の
上
野
峡
に
汀
子
 

先
生
を
お
迎
え
し
て
俳
句
の
ご
指
導
を
 

頂
き
た
い
と
い
う
切
な
る
願
い
の
も
と
 

に
始
め
ら
れ
た
会
で
あ
る
。
 

こ
の
会
が
出
来
る
ま
で
の
池
田
一
歩
 

さ
ん
の
多
大
の
ご
尽
力
、
ご
苦
労
、
並
 

々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
事
と
思
う
。
 

な
ぜ
な
ら
、
大
変
に
ご
多
忙
な
汀
子
 

先
生
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
か
 

・ら 

。
 

上
野
峡
に
は
多
く
の
窯
元
が
あ
り
、
 

白
糸
の
滝
、
禅
寺
興
国
寺
、
機
屋
、
そ
 

し
て
尼
寺
と
句
材
に
恵
ま
れ
た
所
で
あ
 

る
。
特
に
、
江
口
竹
古
T
尤
生
の
句
碑
「
 

窯
入
れ
の
陶
つ
ま
れ
ゅ
く
初
音
か
な
」
 

の
建
っ
て
い
る
青
柳
窯
の
お
庭
だ
け
で
 

も
句
碑
を
淡
く
染
め
る
雪
、
あ
る
時
は
 

句
碑
の
文
字
に
月
影
が
走
り
、
虫
が
す
 

だ
く
。
は
ら
は
ら
と
花
吹
雪
く
春
、
そ
 

し
て
い
つ
し
か
花
は
葉
に
 

大
会
の
こ
の
時
期
に
は
句
碑
の
辺
の
 

松
の
み
ど
り
が
立
ち
、
初
夏
の
風
に
な
 

び
く
草
々
の
花
な
ど
ー
つ
ー
つ
取
上
げ
 

て
い
た
ら
き
り
が
な
い
程
、
句
材
に
は
 

事
か
か
な
い
。
峡
深
く
、
げ
ん
げ
田
の
 

奥
に
夏
草
に
沈
む
が
如
く
建
つ
一
軒
の
 

機
屋
、
絹
糸
、
木
綿
糸
を
染
め
て
紬
を
 

織
る
。
染
料
と
な
る
木
、
草
、
木
の
実
 

等
々
に
埋
ま
っ
て
い
る
。
紬
織
り
に
精
 

魂
を
傾
け
て
生
き
て
い
る
女
ひ
と
り
の
 

暮
ら
し
。
時
折
、
訪
ね
る
と
静
寂
の
中
 

へ「 

に
蔵
音
の
確
か
な
リ
ズ
ム
が
機
屋
ま
で
 

の
畦
づ
た
い
の
小
径
に
聞
こ
え
る
。
い
 

つ
訪
ね
て
も
機
窓
は
福
智
嶺
に
向
け
て
 

開
か
れ
て
い
る
。
真
冬
の
風
花
の
日
も
 

。
こ
ん
な
伏
屋
が
我
々
俳
人
の
こ
 

こ
ろ
を
捉
え
て
離
さ
な
い
。
昨
日
は
万
 

燈
（
俳
誌
）
発
刊
十
周
年
の
記
念
俳
句
 

大
会
が
二
日
市
の
玉
泉
館
で
行
わ
れ
た
。
 

そ
の
玉
泉
館
よ
り
、
池
田
一
歩
さ
ん
の
 

ご
案
内
で
汀
子
先
生
が
竹
古
T
尤
生
を
始
 

め
諸
先
生
方
と
共
に
会
場
の
峡
仙
閣
へ
 

お
着
き
に
な
ら
れ
た
。
受
付
の
我
々
に
 

気
軽
く
声
を
か
け
ら
れ
る
。
既
に
青
柳
 

窯
へ
、
紬
織
り
の
機
屋
等
見
学
さ
れ
て
 

の
お
越
し
で
あ
っ
た
。
 

興
国
寺
の
藤
見
の
方
、
滝
径
を
登
り
 

行
く
人
下
り
て
来
る
人
、
署
名
を
す
ま
 

せ
機
屋
へ
尼
寺
へ
と
出
か
け
て
行
く
人
、
 

そ
れ
ぞ
れ
に
句
作
に
余
念
が
な
い
。
だ
 

ん
だ
ん
締
切
り
時
間
も
迫
っ
て
く
る
。
 

交
替
で
受
付
の
我
々
も
机
（
荷
‘
す
る
。
八
 

十
二
名
の
出
席
、
盛
大
で
あ
る
。
順
調
 

に
手
筈
通
り
句
会
進
行
、
静
か
な
中
に
 

も
熱
気
を
感
じ
る
。
汀
子
先
生
の
句
評
 

も
お
聞
き
出
来
、
年
尾
先
生
の
そ
の
後
 

の
御
病
状
等
も
知
ら
さ
れ
る
。
 

有
意
義
な
こ
の
俳
句
大
会
を
来
年
も
 

再
来
年
も
、
又
次
の
年
も
、
こ
の
我
々
 

の
願
い
の
灯
を
消
す
こ
と
な
く
続
け
て
 

欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
者
の
一
人
で
あ
 

る
。
先
に
伸
べ
た
よ
う
に
炭
坑
町
「
田
 

川
」
の
た
め
に
ご
多
忙
な
汀
子
先
生
と
 

は
思
い
ま
す
が
、
何
と
か
お
繰
り
合
わ
 

せ
の
上
、
お
越
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
重
 

ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。
 

又
、
赤
池
の
町
長
、
諸
議
員
の
方
々
 

の
ご
理
解
の
も
と
に
勉
強
出
来
る
こ
と
 

に
感
謝
の
意
を
表
し
筆
を
置
く
こ
と
に
 

す
る
。
 

【
稲
畑
汀
子
先
生
選
】
 

●
滝
径
の
通
ひ
な
れ
し
も
息
は
ず
む
 

よ
し
子
 

●
香
を
運
ぶ
漣
た
ち
て
藤
の
房
 み

つ
子
 

●
辛
棒
の
虫
の
智
恵
と
も
蟻
地
獄
 

加
寸
美
 

●
今
日
よ
り
は
旅
吟
に
か
ぶ
る
夏
帽
子
 

春
 
翁
 

●
山
の
風
五
月
の
葉
づ
れ
生
れ
け
り
 

繁
 
子
 

●
窯
道
や
菖
蒲
庇
の
二
三
軒
 

瑞
 
穂
 

●
師
を
迎
ふ
心
は
な
や
ぐ
藤
日
和
 

秋
風
子
 

●
軽
装
を
引
立
て
て
を
り
サ
ン
グ
ラ
ス
 

蟹
 
泉
 

●
禅
堂
の
今
使
は
れ
ず
蟻
地
獄
 草

 
径
 

●
織
る
機
は
明
る
き
黄
色
風
光
る
 

い
し
の
 

●
ひ
そ
と
棲
み
し
た
た
か
に
生
き
蟻
地
 

獄
 

一 

歩
 

●
藤
棚
も
よ
き
緑
蔭
と
な
っ
て
来
し
 

野
 
火
 

●
一
行
に
見
ら
れ
地
獄
に
落
ち
し
蟻
 

文
 
城
 

●
研
ぎ
減
り
し
草
刈
鎌
の
使
ひ
ご
ろ
 

し
げ
を
 

●
藤
棚
に
匂
ひ
を
戻
し
風
止
み
ぬ
 

つ
る
絵
 

☆ 
和
名
 
水
無
月
（
み
な
づ
き
）
 

農
事
を
皆
な
し
つ
く
し
た
月
と
い
う
 

こ
と
か
ら
、
六
月
を
水
無
月
と
い
う
。
 

1
日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
昨
ン
タ
世
 

気
象
記
念
日
・
電
波
の
日
 

写
真
の
日
・
更
衣
 

2
日
（
土
）
 

横
浜
開
港
記
念
日
 

4
日
（
月
）
 

虫
歯
予
防
デ
ー
 

ロ
腔
衛
生
週
間
は
じ
ま
る
 

5
日
（
火
）
 

世
界
環
境
デ
ー
 

6
日
（
水
）
 

芭
種
 

7
日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

計
量
記
念
日
 

8
日
（
金
）
 

虫
供
養
 

10 

日
（
日
）
 

時
の
記
念
日
 

12 

日
（
火
）
 

入
梅
 

17 

日
（
日
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
押
タ
m
) 

23 22 
日
（
金
）
 

日
（
土
）
 

父
の
日
・
海
外
移
住
の
日
 

夏
至
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
 

沖
縄
慰
霊
の
日
 

25 

日
（
月
）
 

救
ら
い
の
日
 

26 

日
（
火
）
 

国
連
憲
章
調
印
記
念
日
 

27 

日
（
水
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
確
ン
タ
世
 

28 

日
（
木
）
 

貿
易
記
念
日
 

30 

日
（
土
）
 

大
は
ら
い
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●
滝
音
に
は
や
汗
ひ
い
て
ゆ
く
思
ひ
 

田
 
人
 

●
滝
見
ゆ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
と
励
ま
さ
 

れ
 

俳
 
舎
 

●
藤
棚
の
疎
な
り
し
も
尚
昏
さ
あ
り
 

天
留
翁
 

●
お
の
ず
か
ら
滝
近
け
れ
ば
風
も
ま
た
 

聖
 
子
 

●
山
峡
の
若
葉
明
り
に
あ
る
句
宿
 

駒
 
女
 

●
滝
空
の
す
で
に
卯
月
の
曇
り
あ
り
 

水
心
子
 

●
見
た
く
な
き
も
の
見
る
顔
に
毛
虫
見
 

る
 

望
 
東
 

●
穂
先
ま
だ
稚
き
色
に
藤
垂
る
る
 

大
 
童
 

●
夏
草
に
沈
む
機
屋
を
訪
ね
け
り
 

桜
ン
坊
 

●
万
緑
や
硬
山
は
裾
引
か
ぬ
山
 

は
る
の
女
 

●
三
代
目
継
ぐ
山
寺
の
鯉
職
 

深
 
雪
 

●
陶
乾
く
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
風
た
へ
ず
 

竹
 
亭
 

●
日
の
破
片
ふ
り
こ
ぽ
し
つ
つ
藤
ゆ
る
 

る
 

隆
 
保
 

●
白
召
さ
れ
い
て
コ
サ
ー
ジ
ュ
の
派
手
 

な
ら
ず
 

三
猿
子
 

一、
 

ー
 

ソ
 

ーJ 

ーノ
 

J
 

O
 

「ド 

（
上
野
常
福
）
 

熊
谷
 
綾
子
 

。
 

上
野
の
ふ
る
さ
と
に
降
る
雨
は
 

田
圃
の
蛙
の
乳
色
の
雨
 

鳴
い
て
は
子
等
を
遊
ば
せ
る
 

ス
レ
ー
ト
瓦
を
叩
い
て
踊
る
せ
わ
し
さ
 

は
 
息
を
ひ
そ
め
た
紫
陽
花
の
 

花
び
ら
花
び
ら
を
お
の
の
か
す
 

上
野
の
ふ
る
さ
と
に
降
る
雨
は
 

し
と
し
と
鳩
の
瞳
に
け
む
る
雨
 

福
智
の
吐
息
で
明
日
も
雨
よ
 

田
植
え
の
夫
に
群
が
り
詩
う
 

胸
を
い
た
め
て
空
を
仰
げ
ば
 

笑
い
お
ど
け
る
 
や
ま
ん
ば
の
声
（
雷
）
 

娘
お
ま
せ
で
思
い
泣
き
 

上
野
の
ふ
る
さ
と
に
降
る
雨
は
 

嫁
ぎ
き
て
 
は
や
五
年
 

母
を
想
っ
て
 
母
を
忘
れ
て
 

父
を
偲
ん
で
 
父
を
忘
れ
て
 

吾
が
ふ
る
さ
と
と
胸
に
い
い
聞
か
せ
た
 

独
り
の
雨
 

上
野
の
ふ
る
さ
と
に
降
る
雨
は
 

津
々
浦
々
の
人
生
の
 
う
た
 

上
野
の
雨
は
 

上
野
の
ふ
る
さ
と
に
降
る
雨
は
 

緑

色

の

真

珠

 

（
上
野
常
福
）
 

松
葉
 
カ
ホ
ル
 

風
香
る
五
月
紺
碧
の
大
空
、
そ
し
て
 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
、
人
々
は
浮
 

き
浮
き
し
て
い
る
。
け
れ
ど
我
々
に
は
 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
な
ど
高
嶺
の
花
。
 

朝
五
時
起
床
、
右
も
左
も
緑
々
、
何
 

と
も
い
え
な
い
す
が
す
が
し
さ
。
名
も
 

知
ら
な
い
小
鳥
の
コ
ー
ラ
ス
を
聞
き
な
 

が
ら
、
朝
露
ふ
ん
で
歩
く
こ
と
約
十
分
 

で
梨
園
に
つ
く
。
そ
こ
で
、
私
は
大
き
 

な
深
呼
吸
 

。
 

梨
の
木
を
見
上
げ
る
と
、
つ
や
つ
や
 

し
た
緑
色
の
真
珠
の
よ
う
な
小
粒
の
梨
 

が
お
早
よ
う
、
お
早
よ
う
と
顔
を
の
ぞ
 

か
せ
る
。
 

さ
て
、
袋
を
か
け
始
め
る
と
、
お
ば
 

あ
ち
ゃ
ん
僕
こ
こ
、
私
こ
こ
よ
と
、
か
 

わ
い
い
顔
を
葉
っ
ぱ
の
影
か
ら
次
々
に
 

の
ぞ
か
せ
て
く
れ
る
。
私
は
、
 
一
つ
ー
 

つ
丹
念
に
袋
の
着
物
を
き
せ
て
い
く
。
 

私
は
、
ひ
ょ
い
と
梨
の
棚
の
上
に
頭
 

を
の
ぞ
か
せ
る
と
、
眼
下
に
広
が
る
目
 

に
し
み
る
よ
う
な
緑
の
海
、
満
々
と
水
 

を
た
た
え
た
濃
紺
の
常
福
池
、
向
こ
う
 

側
に
は
お
寺
の
屋
根
、
そ
し
て
カ
ラ
フ
 

ル
な
屋
根
の
保
育
園
が
と
て
も
対
象
的
 

で
素
晴
し
い
。
 

又
、
大
空
に
は
こ
の
紺
碧
の
大
空
を
 

我
が
も
の
顔
に
泳
ぐ
鯉
、
こ
の
素
晴
し
 

い
風
景
は
到
底
、
私
の
筆
舌
で
は
表
現
 

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

こ
の
大
自
然
の
中
、
健
康
に
恵
ま
れ
 

て
、
公
害
も
排
気
ガ
ス
も
関
係
の
な
い
 

緑
に
つ
つ
ま
れ
て
、
時
鳥
で
な
く
驚
の
 

コ
ー
ラ
ス
を
聞
き
な
が
ら
の
毎
日
、
こ
 

れ
も
又
、
黄
金
の
日
々
か
も
知
れ
な
い
。
 

私
は
、
そ
う
思
い
た
い
。
 

そ
し
て
、
こ
の
天
地
自
然
の
恵
を
う
 

け
て
緑
色
を
し
た
小
粒
の
真
珠
た
ち
も
、
 

や
が
て
白
、
あ
る
い
は
小
麦
色
に
成
熟
 

し
て
、
二
重
、
三
重
に
き
せ
ら
れ
た
袋
 

の
着
物
を
ぬ
ぎ
す
て
て
、
裸
一
貫
、
社
 

会
に
と
び
だ
し
て
い
く
日
も
、
そ
う
遠
 

い
日
で
は
な
い
。
 

朝
 

の
 
散
 
歩
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
 
た
か
し
 

齢
も
七
十
を
越
す
と
、
運
動
不
足
が
 

一
番
よ
く
な
い
。
日
々
の
生
活
の
リ
ズ
 

ム
を
失
い
、
だ
ん
だ
ん
と
老
化
に
つ
な
 

が
っ
て
い
く
。
そ
の
こ
と
は
、
自
分
で
 

よ
く
承
知
し
て
お
っ
て
も
、
安
易
な
室
 

ぐ
ら
し
に
明
け
暮
れ
る
よ
う
に
な
る
の
 

が
、
と
て
も
悲
し
い
こ
と
。
 

歩
け
歩
け
運
動
は
、
心
身
と
健
康
の
 

第
一
の
旗
印
で
あ
る
。
歩
け
ば
目
に
写
 

っ
て
く
る
風
景
も
逐
次
変
化
し
て
、
気
 

分
は
流
動
し
、
和
ん
で
壮
快
に
な
っ
て
 

く
る
。
 

そ
し
て
、
疲
れ
れ
ば
路
傍
の
石
に
で
 

も
、
ち
ょ
っ
と
腰
を
下
し
て
憩
え
ば
、
 

又
格
別
の
趣
き
が
わ
い
て
く
る
こ
と
も
 

あ
る
で
あ
ろ
う
。
 

●
夏
に
入
る
日
々
の
コ
ー
ス
を
朝
散
歩
 

●
明
け
易
き
小
駅
を
す
ぐ
る
一
番
車
 

●
大
空
を
映
し
て
代
田
静
も
り
ぬ
 

●
息
ひ
そ
む
か
の
如
と
代
田
静
も
り
ぬ
 

●
新
窯
の
建
ち
て
植
田
に
そ
の
影
を
 

●
滝
音
の
ま
ぢ
か
に
聞
へ
歩
を
止
む
る
」
 

盆

栽

 の
 
道

①

 

（
赤
池
下
町
）
 中

村
 
市
郎
 

盆
栽
は
日
本
人
が
自
然
を
愛
す
る
、
 

ゆ
か
し
い
心
の
現
れ
と
し
て
生
命
の
あ
 

る
植
物
や
雅
趣
に
富
む
石
を
つ
か
い
、
 

作
者
の
深
い
自
然
観
賞
に
基
づ
く
創
作
 

意
欲
を
燃
や
し
て
こ
れ
と
取
り
組
み
、
 

永
い
年
月
に
わ
た
っ
て
植
物
の
生
命
を
 

大
切
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
植
物
を
盆
栽
 

と
し
て
育
て
る
た
め
に
、
日
夜
深
い
愛
 

情
を
こ
め
て
世
話
を
し
て
い
る
間
に
体
 

得
し
た
植
物
の
生
理
に
基
づ
く
培
養
の
 

技
術
を
い
ろ
い
ろ
使
い
わ
け
て
創
作
さ
 

れ
る
日
本
の
伝
統
的
な
芸
術
で
あ
る
。
 

そ
の
盆
栽
に
愛
情
を
も
っ
て
、
濯
水
、
 

整
枝
、
植
替
え
な
ど
の
技
術
を
、
そ
の
 

盆
樹
の
個
性
に
即
し
た
形
に
お
い
て
施
 

し
、
盆
上
に
大
自
然
の
趣
を
表
現
し
、
 

永
遠
の
生
命
を
保
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
 

そ
の
特
質
が
あ
る
。
 

画
家
が
筆
を
お
い
た
時
か
ら
、
そ
の
 

作
者
の
絵
は
永
遠
に
芸
術
的
生
命
を
保
 

つ
の
で
あ
る
が
、
盆
栽
の
場
合
は
、
作
 

者
が
仮
り
に
何
か
の
都
合
で
一
週
間
余
 

り
そ
の
作
品
を
放
置
す
れ
ば
、
素
晴
し
 

い
盆
樹
は
だ
ま
っ
て
そ
の
生
命
を
終
る
 

と
い
う
現
実
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
 

こ
こ
に
盆
栽
芸
術
の
特
質
が
あ
り
、
 

こ
の
境
地
に
立
ち
、
こ
れ
を
伝
統
的
に
 

受
け
継
い
で
き
た
日
本
人
の
自
然
愛
に
 

徹
し
た
カ
い
と
な
み
ク
が
盆
栽
道
の
真
 

随
で
あ
り
、
今
日
、
世
界
各
方
面
の
人
 

々
が
関
心
を
深
め
つ
つ
あ
る
盆
栽
芸
術
 

の
境
地
で
も
あ
る
。
 

( 53 

年
5
月
 
尖
肩
玉
屋
に
て
）
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ガ
 ン

 
と
健
康
知
識
 

ー
シ
リ
ー
ズ
⑤
ー
 

み
つ
け
や
す
く
、
治
し
や
 

日
本
の
子
宮
ガ
ン
は
世
界
各
国
の
中
 

で
も
多
い
方
で
、
昭
和
二
十
二
年
に
は
 

八
千
人
近
く
死
亡
し
ま
し
た
が
、
医
学
 

の
進
歩
と
婦
人
の
ガ
ン
知
識
の
普
及
に
 

よ
っ
て
年
々
へ
っ
て
き
て
、
昭
和
五
十
 

二
年
に
は
五
六
〇
〇
人
と
な
り
ま
し
た
。
 

と
く
に
四
十
歳
か
・
皇
ハ
十
歳
ま
で
の
年
 

齢
層
で
は
子
宮
ガ
ン
で
死
ぬ
人
が
目
に
 

み
え
て
へ
り
ま
し
た
。
定
期
検
診
が
さ
 

ら
に
普
及
す
れ
ば
死
亡
が
ゼ
ロ
に
な
る
 

日
も
、
そ
う
遠
く
は
な
い
よ
う
で
す
。
 

子
宮
ガ
ン
の
う
ち
、
体
部
に
で
き
る
 

ガ
ン
を
体
ガ
ン
、
頚
部
に
で
き
る
ガ
ン
 

を
頚
ガ
ン
と
い
い
ま
す
。
外
国
で
は
体
 

ガ
ン
の
ほ
う
が
頚
ガ
ン
よ
り
多
く
、
ま
 

た
日
本
で
は
頚
ガ
ン
が
圧
倒
的
に
多
か
 

っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
体
ガ
ン
も
次
 

第
に
ふ
え
て
き
ま
し
た
。
 

頚
ガ
ン
が
ま
だ
粘
膜
に
と
ど
ま
っ
て
 

い
る
時
期
つ
ま
り
、
子
宮
頚
部
の
ご
く
 

表
面
に
限
ら
れ
て
い
る
時
期
を
0
期
と
 

い
い
ま
す
。
そ
の
粘
膜
か
ら
奥
の
組
織
 

に
達
し
た
ら
I
期
、
さ
ら
に
子
宮
頚
部
 

を
越
え
て
周
囲
に
拡
が
り
は
じ
め
る
と
 

H
期
、
骨
盤
ま
で
達
し
た
り
、
腔
が
三
 

分
の
二
以
上
お
か
さ
れ
た
り
し
た
時
期
 

を
m
期
、
さ
ら
に
進
ん
で
直
腸
や
勝
肌
 

ま
で
拡
が
っ
た
り
、
骨
盤
の
外
に
と
び
 

火
し
た
り
す
る
と
N
期
と
い
い
ま
す
。
 

こ
の
o
期
の
う
ち
に
治
療
す
れ
ば
一
 

〇
〇
％
、
つ
ま
り
百
人
が
百
人
な
お
り
 

ま
す
。
I
期
な
ら
百
人
の
う
ち
八
五
人
、
 

H
期
で
も
六
十
五
人
が
な
お
り
ま
す
。
 

し
か
し
皿
期
、
N
期
と
進
む
に
つ
れ
て
 

だ
ん
だ
ん
な
お
り
に
く
く
な
っ
て
き
ま
 

す。 と
く
に
注
意
し
た
い
の
は
、
よ
く
な
 

お
る
初
期
ガ
ン
で
は
、
と
り
た
て
て
い
 

う
ほ
ど
の
症
状
は
見
当
ら
な
い
こ
と
が
 

多
く
、
初
期
の
子
宮
ガ
ン
の
八
五
％
は
 

全
く
無
症
状
で
す
か
ら
、
早
期
発
見
す
 

る
た
め
に
、
定
期
検
診
や
集
団
検
診
が
 

い
か
に
大
切
で
あ
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。
 

子
宮
ガ
ン
の
集
団
検
診
は
、
子
宮
の
 

頚
部
を
綿
棒
か
ヘ
ラ
で
軽
く
こ
す
っ
て
 

材
料
を
採
り
、
こ
れ
を
ガ
ラ
ス
板
に
塗
 

っ
て
染
色
し
、
ガ
ン
細
胞
が
あ
る
か
ど
 

う
か
顕
微
鏡
で
調
べ
ま
す
。
 う

 

一
次
検
査
の
結
果
百
人
の
う
ち
二
、
 

三
人
が
精
密
検
査
に
ま
わ
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
精
密
検
査
は
コ
ル
ポ
ス
コ
ー
プ
と
 

い
う
拡
大
鏡
で
調
べ
た
り
、
疑
わ
し
い
 

組
織
の
一
部
を
切
り
と
っ
て
く
わ
し
く
 

調
べ
ま
す
が
、
少
し
も
痛
い
こ
と
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
集
検
受
診
者
千
人
の
う
ち
 

か
ら
一
人
か
二
人
の
子
宮
ガ
ン
が
発
見
 

さ
れ
ま
す
。
 

子
宮
ガ
ン
の
治
療
に
は
、
外
科
痔
窪
仏
 

と
放
射
綿
痔
仕
法
が
使
わ
れ
ま
す
。
こ
の
 

二
つ
の
治
痔
仕
法
に
は
そ
れ
ぞ
れ
長
所
と
 

短
所
が
あ
る
の
で
、
ガ
ン
の
性
質
や
状
 

態
、
患
者
の
年
齢
や
体
力
な
ど
を
総
合
 

的
に
判
断
し
て
、
最
も
そ
の
患
者
に
適
 

し
た
治
痔
仕
法
が
選
ば
れ
ま
す
。
ま
た
手
 

術
と
放
射
線
痔
仕
法
を
組
み
合
せ
て
行
う
 

場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

出
血
、
お
り
も
の
が
増
え
る
 

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
専
門
医
へ
 

ガ
ン
の
組
織
は
も
ろ
い
の
で
、
わ
ず
 

か
の
刺
戟
で
も
出
血
し
や
す
い
性
質
が
 

あ
り
ま
す
。
夫
婦
関
係
の
あ
と
と
か
、
 

り
き
ん
だ
と
き
、
は
げ
し
い
労
働
を
し
 

た
と
き
な
ど
、
軽
い
出
血
が
お
こ
り
や
 

す
い
も
の
で
す
。
と
く
に
閉
経
後
の
不
 

正
出
血
は
、
子
宮
ガ
ン
の
危
険
信
号
と
 

し
て
か
な
り
有
力
で
す
か
ら
、
気
を
つ
 

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
不
正
 

出
血
と
な
ら
ん
で
、
黄
色
っ
ぽ
い
お
り
 

も
の
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
 

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
た
 

め
ら
わ
ず
専
門
医
の
検
査
を
う
け
て
下
 

さ
い
。
 

三
十
歳
を
こ
え
る
と
子
宮
ガ
ン
に
か
 

か
る
率
が
急
に
ふ
え
る
の
で
、
集
団
検
 

診
で
は
三
十
歳
以
上
の
婦
人
を
対
象
と
 

し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
子
宮
ガ
ン
 

ガ
ン
を
治
す
に
は
早
く
発
見
し
、
早
 

く
治
療
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
 

わ
が
国
で
は
、
集
団
検
診
方
式
が
開
発
 

さ
れ
、
胃
は
昭
和
三
十
五
年
か
ら
、
子
 

宮
ガ
ン
は
三
十
七
年
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
開
 

始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
数
年
を
 

経
て
、
集
団
検
診
は
全
国
に
普
及
し
、
 

早
期
発
見
に
よ
っ
て
多
く
の
人
命
を
ガ
 

ン
に
よ
る
死
亡
か
ら
救
っ
こ
と
に
貢
献
 

し
て
き
ま
し
た
。
 

い
ま
全
国
に
胃
検
診
車
は
三
百
台
、
 

子
宮
ガ
ン
検
診
車
は
九
十
台
あ
っ
て
、
 

年
間
胃
は
約
三
百
万
人
、
婦
人
科
は
約
 

百
五
十
万
人
が
検
診
を
う
け
て
胃
ガ
ン
 

が
約
三
千
人
、
子
宮
ガ
ン
が
約
二
千
五
 

百
人
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
 

の
集
団
検
診
で
発
見
さ
れ
る
も
の
は
、
 

胃
ガ
ン
も
子
宮
ガ
ン
も
早
期
ガ
ン
が
半
 

数
以
上
を
占
め
て
お
り
、
集
団
検
診
で
 

み
つ
か
り
助
か
っ
た
人
た
ち
は
各
地
で
 

「
治
っ
た
よ
ろ
こ
び
の
会
」
を
結
成
し
 

て
元
気
に
社
会
復
帰
し
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
こ
の
受
診
者
数
は
、
ガ
ン
年
 

齢
と
い
わ
れ
る
成
人
層
の
、
胃
で
は
八
 

％
、
婦
人
科
で
は
五
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
 

力） 

死
亡
が
ふ
え
て
い
る
の
で
、
こ
の
人
た
 

ち
も
必
ず
定
期
検
診
を
う
け
る
よ
う
に
 

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。
 

の
こ
り
の
検
診
を
う
け
て
い
な
い
人
た
 

ち
の
中
か
ら
、
将
来
進
行
ガ
ン
が
出
て
 

く
る
可
能
性
が
強
い
わ
け
で
、
そ
れ
を
 

防
ぐ
た
め
に
定
期
検
診
を
う
け
る
必
要
 

が
あ
る
の
で
す
。
 

胃
の
検
診
は
検
診
車
と
検
診
セ
ン
タ
 

ー
の
よ
う
な
施
設
で
う
け
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
ま
た
子
宮
ガ
ン
検
診
は
検
診
 

車
の
ほ
か
に
、
日
本
母
性
保
護
医
協
会
 

の
会
員
に
な
っ
て
い
る
開
業
の
産
婦
人
 

科
医
の
と
こ
ろ
で
も
手
軽
に
う
け
る
こ
 

と
が
で
き
ま
す
。
 

肺
ガ
ン
と
乳
ガ
ン
も
集
団
検
診
を
行
 

う
府
県
が
ふ
え
て
き
ま
し
た
。
事
業
所
 

や
保
健
所
で
年
二
回
行
っ
て
い
る
胸
部
 

定
期
検
診
で
結
核
だ
け
で
な
く
肺
ガ
ン
 

も
み
つ
け
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
乳
ガ
ン
の
検
診
は
専
門
医
が
地
 

域
に
出
張
す
る
方
式
と
、
受
診
者
を
病
 

院
や
検
診
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
集
め
る
施
 

設
検
診
と
が
あ
り
ま
す
。
 

乳
ガ
ン
は
自
分
で
み
つ
け
る
こ
と
が
 

で
き
る
た
だ
ー
つ
の
ガ
ン
で
す
。
自
己
 

検
査
法
を
励
行
し
て
早
期
発
見
に
つ
と
 

め
ま
し
ょ
う
。
 

お
 
わ
 
り
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踏
切
り
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
 

「
鉄
道
妨
害
を
 

・
ー
ー
 

1
 

0

1

ミ
ら
、
 

な
く
す
運
動
」
 

・

、

ノ

 

6
月
1

日
ー
 20 

日
ま
で
 

国
鉄
で
は
、
六
月
一
日
か
ら
六
月
一
一
 

十
日
ま
で
「
鉄
道
妨
害
を
な
く
す
運
動
 

」
を
、
全
国
一
せ
い
に
実
施
し
ま
す
。
 

鉄
道
妨
害
と
は
、
 
一
ロ
に
い
え
ば
人
 

エンゼルクイズ 

【第34回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、動物のキツネ。コンコンと鳴くのはオス 

？ メス？ 

④ォス ⑧メス ⑥どちらも鳴く 

2 、シュークリームのシユーとは、もともと 

どんな意味？ 

④かぽちゃ （B）玉ねぎ ⑥キャベツ 

3 、ボーリングのピンの高さ。正式には何イ 

ンチ？ 

④15インチ ⑧17インチ ⑥19インチ 

4 、大相撲で、ゲンのいい両眼あけ とは 

何勝した力士？ 

④1勝 ⑧2勝 ⑥3勝 

5 ' 「父の日」 とは、いつ？ 

@6 月の第1日曜日 

⑧6月の第2 日曜日 

⑥6月の第3日曜日 

腕募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガギ 

に記入のうえ、6月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【第33回の解答】 

1 ⑧ 2 ⑥ 3 ⑧ 4 ⑥ 5 ⑧ 

【正解者】 

今回の応募総数10通のうち、正解は1通で 

した。よって次の方に記念品を贈ります。 

（敬称略） 

ン長峰喜美子（伏原） 

もし、踏切で動けなくなったらノノ 
③自動車を出すより、まず列車をとめる手配をしましょう。 

△踏切非常ポタンを押しまLょう、 
単線区間のー部と、復線区間の警報機のある踏切には、踏切非常ボタンが付いて 

いますので、ポタンを強く押してください。 押したら近くの駅へ必ず連絡してく 

ださいo 

や
車
が
列
車
の
安
全
運
転
を
阻
害
す
る
 

こ
と
で
、
例
え
ば
踏
切
で
車
が
一
時
停
 

止
せ
ず
列
車
の
直
前
を
横
断
し
た
り
、
 

人
が
近
道
を
す
る
た
め
鉄
道
の
線
路
を
 

通
っ
て
列
車
を
止
め
た
り
、
あ
る
い
は
 

子
供
た
ち
が
線
路
に
石
や
物
を
置
く
い
 

た
ず
ら
な
ど
を
い
い
ま
す
。
 

そ
の
中
で
、
最
も
多
い
の
が
踏
切
事
 

故
で
す
。
昭
和
五
十
「
亙
‘
区
、
門
司
鉄
 

道
管
理
局
管
内
で
発
生
し
た
妨
害
は
、
 

四
七
七
件
で
、
そ
の
う
ち
一
三
一
件
が
 

踏
切
事
故
で
全
体
の
二
七
智
（
直
方
公
 

安
婁
月
内
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
故
は
六
 

五
件
発
生
し
、
そ
の
う
ち
踏
切
事
故
が
 

一
八
件
で
全
体
の
二
八
智
）
を
示
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
今
更
申
し
あ
げ
 

る
ま
で
も
な
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ち
ょ
 

％
い
の
不
注
意
が
大
惨
事
と
な
り
ま
す
o
 

事
故
を
防
止
す
る
に
は
、
 
一
人
一
人
 

が
交
通
法
規
を
守
り
安
全
運
転
を
行
う
 

こ
と
に
よ
り
、
は
じ
め
て
実
効
が
あ
る
 

と
思
わ
れ
ま
す
。
 

直
方
鉄
道
公
安
室
 

筑豊地区の鉄道妨害発生状況 

い
 I
J
 

片「n 
I
t
 

I
1
 

置物 踏
 

切
 

障
 

害
 

線
 

路
 

支
 

障
 

線
 

路
 

立
 

入
 

転
 
て
 
っ
 
器
 
妨
 
害
 

車
 
両
 
機
 
器
 
乱
 
用
 

踏
切
支
障
報
知
装
置
乱
用
 

施設物き損 投
 

物
 

（石） 

そ
 
の
 
他
 
の
 
妨
 
害
 

A
ロ
 

計

 

前
 
年
 
対
 
比
 

(%) 

踏
切
し
や
断
機
き
損
 

信
号
標
識
き
損
 

そ
 

の
 

他
 

石
 

そ
 

の
 

他
 

52
 

12
 

2
 

20 9 1 3 1
 

1 49 
Q
u
 

にJ 」
 

13
 

1
 

18 2
 

8
 

7
 

12 2
 

1
 

1
 

65 閣
 

停止位置 

不 良 

1 件（1件） 

5 % 

特殊自動車 
1 台（1台） 

5.5% 

障 

！圭l 

物 

別 

自 転 車 
1 台（1台） 

5.5% 
自動二輪車 
1 台（1台） 

5 
踏
切
事
故
原
因
別
 

( ）は列車と衝突したもの再掲 

軽トラック 
1 台（1台） 

5.5% 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

ー
敬
称
略
ー
 

金
 
封
 
上
野
病
院
 

金
 
封
 
木
村
ハ
ス
エ
（
八
の
一
）
 

金
 
封
 
平
岡
 

進
（
高
尾
）
 

金
 
封
 
浦
田
 
成
雄
（
大
谷
）
 

金
 
封
 
井
村
 
浩
二
（
西
町
）
 

金
 
封
 
竹
津
ユ
リ
子
（
貴
船
）
 

5
月
 14 

日
現
在
ー
‘
 

〔
賛
助
会
費
〕
一
ロ
千
円
 

〇
大
城
 
峯
吉
（
1

ロ
）
千
円
 

〇
大
城
 
友
江
（
1

ロ
）
千
円
 

〔福祉バス運行予定日〕 

3 日、10日、17日 

24日 

〔仏教講演会〕 

13日困 午前11時 

I 
S 

i 

(6 月の休館日〕 

4日、11日、18日 

25日 

〔演 芸 日〕 

3日、 7 日、10日 

14日、17日、21日 

24日、28日 

原
稿
投
稿
依
頼
 

文
書
広
報
係
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第197号 広 報ーあ か い 

ら せ 知
 

お
 

忘れないてらいにとめて 

おきましょう。 

領
収
書
や
契
約
書
と
印
紙
税
 

〈
印
紙
税
が
か
か
る
文
書
な
ど
〉
 

印
紙
税
が
か
か
る
文
書
は
、
契
約
書
 

や
領
収
書
の
ほ
か
に
、
手
形
、
商
品
券
、
 

株
券
、
預
金
証
書
、
地
代
家
賃
の
通
帳
、
 

判
取
帳
、
委
任
状
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
 

種
類
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
印
紙
税
額
 

は
、
預
金
証
書
や
委
任
状
な
ど
の
よ
う
 

に
一
通
又
は
一
冊
ご
と
に
定
額
の
も
の
 

と
、
不
動
産
の
売
買
契
約
書
や
領
収
書
 

な
ど
の
よ
う
に
、
そ
の
文
書
に
記
載
さ
 

れ
て
い
る
金
額
に
よ
っ
て
税
額
が
異
な
 

る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。
 

な
お
、
実
際
に
文
書
を
作
成
す
る
と
 

き
に
印
紙
税
が
か
か
る
か
ど
う
か
、
税
 

額
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
な
ど
、
お
分
 

か
り
に
な
ら
な
い
点
は
遠
慮
な
く
最
寄
 

り
の
税
務
署
（
田
川
）
に
お
尋
ね
下
さ
 

〈
印
紙
税
の
納
め
方
〉
 

印
紙
税
は
、
印
紙
税
が
か
か
る
文
書
 

を
作
っ
た
人
が
、
そ
の
文
書
に
定
め
ら
 

れ
た
額
の
収
入
印
紙
を
は
り
付
け
、
文
 

書
と
印
紙
の
両
方
に
か
か
る
よ
う
に
消
 

印
を
し
て
納
め
ま
す
。
 

消
印
は
、
文
書
を
つ
く
っ
た
人
自
身
 

の
印
章
か
署
名
に
よ
っ
て
行
う
の
が
普
 

通
で
す
が
、
代
理
人
や
使
用
人
、
従
業
 

員
の
印
章
か
署
名
に
よ
り
行
っ
て
も
よ
 

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
一
 

人
以
上
の
人
が
共
同
で
作
成
す
る
文
書
 

に
は
、
そ
の
う
ち
の
一
人
が
消
印
す
る
 

だ
け
で
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
 

〈
収
入
印
紙
を
誤
っ
て
は
っ
た
時
は
〉
 

印
紙
税
の
か
か
ら
な
い
文
書
を
印
紙
 

税
の
か
か
る
文
書
と
考
え
て
収
入
印
紙
 

を
は
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
印
紙
税
と
し
 

て
定
め
ら
れ
た
金
額
以
上
の
収
入
印
紙
 

を
は
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
そ
の
文
 

書
を
所
轄
税
務
署
に
提
示
し
て
還
付
の
 

請
求
の
手
続
き
を
す
れ
ば
、
誤
っ
て
納
 

め
た
印
紙
税
額
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。
 

〈
印
紙
税
を
納
め
な
か
っ
た
時
な
ど
〉
 

収
入
印
紙
を
は
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
文
書
に
収
入
印
紙
を
は
ら
な
か
っ
た
 

と
き
や
、
た
と
え
収
入
印
紙
を
は
っ
て
 

も
納
め
る
べ
き
印
紙
税
の
額
よ
り
も
不
 

足
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
不
足
す
る
 

印
紙
税
額
の
三
倍
（
最
低
五
百
円
）
の
 

過
怠
税
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
収
入
 

印
紙
を
は
っ
た
が
消
印
を
し
な
か
っ
た
 

と
き
は
、
印
紙
税
額
と
同
額
（
最
低
五
 

百
円
）
の
曇
忌
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
 

十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
 

青
少
年
問
題
講
演
会
 

国
際
児
童
年
記
念
ー
 

赤
池
町
婦
人
連
絡
協
議
会
、
子
供
育
 

成
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
り
、
国
際
児
 

童
年
と
青
少
年
問
題
講
演
会
が
次
の
と
 

お
り
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
と
き
 
6
月
 24 

日
（
日
）
 

▽
と
こ
ろ
 
町
民
会
館
研
修
室
 

午
後
1
時
よ
り
2
時
 30 

分
ま
で
 

▽
講
師
 
福
岡
県
児
童
相
談
所
よ
り
 

巡
回
交
通
事
故
相
談
 

交
通
事
故
加
害
者
及
び
被
害
者
の
手
 

軽
な
相
談
相
手
と
な
ら
れ
る
巡
回
交
通
 

事
故
相
談
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
 

す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

▽
と
き
 

6
月
 13 

日
（
水
）
飯
塚
市
・
直
方
市
 

6
月
 22 

日
（
金
）
飯
塚
市
 

6
月
 27 

日
（
水
）
田
川
市
 

▽
と
こ
ろ
 

直
方
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
〇
九
四
九
二
・
志
）
ー
〇
五
五
〇
 

飯
塚
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
〇
九
四
八
ニ
ー
）
ー
五
五
〇
〇
 

田
川
市
役
所
内
市
民
相
談
係
 

固
〇
九
四
七
四
ー
 
ー
二
〇
〇
〇
 

九
区
公
民
館
管
理
者
の
募
集
 

九
区
公
民
館
の
管
理
者
を
次
の
と
お
 

り
募
集
し
ま
す
。
 

▽
対
象
者
 
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
 

▽
希
望
者
 
6
月
 17 

日
（
日
）
、
午
前
 10 

時
ま
で
に
九
区
公
民
館
に
ご
参
集
下
 

さ
い
。
 

な
お
、
電
話
連
絡
の
場
合
は
次
の
と
 

●
」
ろ
ま
で
 

▽
連
絡
先
 
谷
カ
メ
ラ
店
（
駅
前
通
）
 

固
赤
池
二
二
〇
六
番
 

保
険
料
納
付
が
困
難
な
人
は
 

免
除
申
請
を
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
こ
の
四
月
 

分
か
ら
月
額
三
千
三
百
円
に
引
き
上
げ
 

ら
れ
ま
し
た
が
、
所
得
が
少
い
と
き
や
 

病
気
、
災
害
等
で
生
活
が
苦
し
い
と
き
 

は
、
手
続
（
保
険
料
の
免
除
申
請
）
す
 

れ
ば
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
お
け
ば
老
 

齢
年
金
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金
な
ど
 

各
種
の
年
金
を
受
け
る
権
利
は
、
納
め
 

た
人
と
同
じ
よ
う
に
取
扱
わ
れ
ま
す
。
 

た
だ
、
老
齢
年
金
の
額
を
計
算
す
る
 

場
合
に
免
除
を
受
け
た
期
間
分
は
、
納
 

め
た
場
合
に
比
べ
三
分
の
ー
に
減
額
さ
 

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
 

も
免
除
さ
れ
た
後
で
資
力
が
回
復
し
た
 

と
き
、
十
年
以
内
の
分
は
免
除
さ
れ
た
 

当
時
の
保
険
料
額
で
納
め
ら
れ
ま
す
。
 

七
月
末
日
ま
で
に
免
除
申
請
書
を
提
 

出
す
れ
ば
四
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で
の
 

一
年
間
分
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
 

の
で
、
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
が
困
 

難
な
人
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
下
 

さ
い
。
な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
 

ん
な
ど
の
任
意
加
入
者
は
、
こ
の
免
除
 

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

※
い
ず
れ
も
手
続
き
は
印
鑑
持
参
の
 

う
え
、
役
場
年
金
係
（
窓
ロ
⑤
番
）
で
 

し
て
下
さ
い
。
 

健
康
づ
く
り
歯
磨
大
会
に
 

参
加
し
ま
し
ょ
う
 

赤
池
町
教
育
委
員
会
、
子
供
育
成
協
 

議
会
、
赤
池
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
 

会
主
催
、
田
川
歯
科
医
師
会
、
田
川
保
 

健
所
、
田
川
歯
科
衛
生
士
会
共
賛
に
よ
 

り
、
歯
の
衛
生
週
間
に
ち
な
み
幼
青
少
 

年
に
正
し
い
歯
の
知
識
と
予
防
処
置
の
 

徹
底
を
は
か
る
と
共
に
、
町
民
の
健
康
 

づ
く
り
へ
の
意
識
を
高
め
る
た
め
“
健
 

康
づ
く
り
歯
磨
大
会
4

が
次
の
と
お
り
 

実
施
さ
れ
ま
す
。
 

▽
と
き
 
6
月
 10 

日
（
日
）
 

午
前
9
時
 30 

分
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
 

▽
参
加
者
に
は
全
員
記
念
品
を
渡
し
ま
 

す
 

▽
歯
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
決
め
、
入
賞
 

者
に
は
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
渡
し
ま
す
。
 

▽
参
加
者
は
、
歯
ブ
ラ
シ
を
持
っ
て
く
 

る
こ
と
。
な
お
、
当
日
は
歯
科
医
師
 

会
よ
り
先
生
が
お
い
で
に
な
り
、
診
 

検
に
あ
た
ら
れ
ま
す
。
 


